
   

感染症発生動向調査 衛生公害研究所ホームページに掲載

  平成20年第29週

（平成7月14日～平成7月20日）

◆　 今週のコメント

･

･

･

･

･

◆　 今週のトピックス：<ヘルパンギーナ>

･

◆　発生状況

・ 二類：結核 ３例（喀痰塗抹陽性　１例，無症状病原体保有者　１例）
【１月以降の累積報告数 ２０１例（喀痰塗抹陽性 ６５例，無症状病原体保有者 １８例 ）】

・ 三類：腸管出血性大腸菌感染症（O１５７ VT2，O２６ VT1） ４例　【１月以降の累積報告数 ５４例】

・ 五類：アメーバ赤痢（腸管外アメーバ症） １例 【１月以降の累積報告数 １３例】

・ 五類：麻しん １例　【１月以降の累積報告数　９１例】

（市内定点数　インフルエンザ定点６８， 小児科定点４１， 眼科定点１０， 基幹定点１）

定点   報告数　　

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ 　インフルエンザ ０　

小児科   ①　手足口病 １３７　
（降順5位まで）   ②　感染性胃腸炎 １１５　

  ③　ヘルパンギーナ ８８　

  ④　水痘 ４９　

  ⑤　咽頭結膜熱 ２０　

眼科   流行性角結膜炎 ６　

（検体名は，紙面の都合上，咽頭ぬぐい液をNP，糞便をFC，髄液をSF，尿をURと略す。）

ありません。

【次ページ以降の主な内容】
　　発生状況の概況グラフ　/　　今週のトピックス：<ヘルパンギーナ>

（ 注 ） 京都市のデータは，平成20年7月25日現在の報告数で，全国の還元データと若干異なる場合があります。

また，本情報での患者数は，届出医療機関所在の保健所での集計で，患者の住所を示すものではありません。

病原体情報は，病原体定点等から京都市衛生公害研究所へ搬入された検体から検出された病原体です。

http://www.city.kyoto.lg.jp/hokenfu
kushi/soshiki/8-5-5-0-0_3.html

　詳細をトピックスに掲載しています。

　アメーバ赤痢の報告が１例あります。本年の累積報告数は１３例で，これは平成１２年から平成１９年の
同時期（３例～１２例）と比べ，最も多い報告数です。本市及び全国の平成１２年から平成１９年の年間報
告を比較すると，報告数は増加傾向にあり，推定感染地域は，国内の占める割合が高くなってきています
が，今回の報告は，本年では初めての，国外感染例です。

京都市感染症週報

　百日咳の報告が１例あります。本年の累積報告数は３４例で，これは平成１２年から平成１９年の同時期
（８例～２２例）と比べ，最も多い報告数です。

　手足口病の定点当たり報告数は３.３４で，全国（３.４５）とともに，本年に入って最も多くなっています。年
齢階級では，３歳の２９例（２１.２％）が最も多く，次いで１歳の ２８例（２０.４％）となっています。

　腸管出血性大腸菌感染症の報告が４例あり，型別の内訳は，O１５７ VT２が３例，O２６ VT1が１例で
す。本年の累積報告数は５４例で，平成１２年から平成１９年の同時期（１１例～２６例）と比べ，最も多い報
告数です。

　咽頭結膜熱の定点当たり報告数は０.４９で，過去５年平均値（０.４２）を上回っています。年齢階級で
は，２歳の６例（３０.０％）が最も多くなっています。

定点当たり報告数 

０．００

２．８０

０．４９

１．２０

３．３４

２．１５

０．６０

ヘルパンギーナの第２９週における定点当たり報告数は２.１５（８８例）で，過去５年平均値までには至り
ませんが，本年で最も多くなっています。

京都市感染症情報センター
（ 京都市衛生公害研究所 ）

感染症名

　全数報告の感染症

　定点報告の主な感染症

　病原体情報

　全数報告の感染症　全数報告の感染症
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◆　発生状況の概況グラフ

１　今週（第２９週）と先週（第２８週）の定点当たり報告数の比較

パラチフス

２　腸管出血性大腸菌感染症（三類感染症）の推移

４ 例（５４例）

０ 例

２８ 例

１２８ 例（１３９１例）

３　主な感染症（小児科）の定点当たり報告数の推移

＜小児科定点＞

　 　　　　　　　１ 手足口病 　　　　　 ２ 感染性胃腸炎

　　　　　　　　 ３ ヘルパンギーナ 　　　　　 ４ 水痘

※ 平成15年からの追加疾患のため，過去５年平均値はありません。

＜眼科定点＞ 流行性角結膜炎
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都道府県別 第２９週 定点当たり報告数

　ヘルパンギーナの第２９週における定点当たり報告数は２.１５（８８例）で，過去５年平均値までには至りません
が，本年で最も多くなっています。

今週（第２９週）のトピックス：＜ヘルパンギーナ＞

　京都市及び全国の過去５年平均値では，報告数のピークは第２８週にありましたが，本年については，京都
市，全国ともに，なお，増加の傾向が続いています。
　平成９年以降の，本市の定点当たり報告数の推移をみると，ヘルパンギーナは平成１３年以降平成１９年ま
で，一年おきに報告数の多い年が繰り返されています。
　第２９週の都道府県別定点当たり報告数では，京都府は全国的には３９番目，近畿二府四県の中では，最も
少ない報告数です。
　ヘルパンギーナは，Ａ群コクサッキーウイルスが主な病因となりますが，本年については，７月２４日現在，国
立感染症研究所感染症情報センターの病原微生物検出情報によると，ヘルパンギーナ由来ウイルスとして，コ
クサッキーウイルスA群２型，４型が，多く検出されています。(http://idsc.nih.go.jp/iasr/prompt/s2graph-
kj.html)

定点当たり報告数の推移（平成２０年第１週～第２９週）

本市の定点当たり報告数の推移（平成９年～平成２０年第２９週）

0

1

2

3

4

5

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

週

定
点
当
た
り
報
告
数

京都市_本年 京都市_過去５年平均値 全国_過去５年平均値 全国_本年

0

2

4

6

8

７月 ７月 ７月 ７月 ７月 ７月

平成９年 平成10年 平成１１年 平成１２年 平成１３年 平成１４年

定
点
当
た
り
報
告
数

0

2

4

6

8

７月 ７月 ７月 ７月 ７月 ７月

平成１５年 平成１６年 平成１７年 平成１８年 平成１９年 平成２０年

定
点
当
た
り
報
告
数

0

2

4

6

8

北
海
道

青
森
県

岩
手
県

宮
城
県

秋
田
県

山
形
県

福
島
県

茨
城
県

栃
木
県

群
馬
県

埼
玉
県

千
葉
県

東
京
都

神
奈
川

新
潟
県

富
山
県

石
川
県

福
井
県

山
梨
県

長
野
県

岐
阜
県

静
岡
県

愛
知
県

三
重
県

滋
賀
県

京
都
府

大
阪
府

兵
庫
県

奈
良
県

和
歌
山

鳥
取
県

島
根
県

岡
山
県

広
島
県

山
口
県

徳
島
県

香
川
県

愛
媛
県

高
知
県

福
岡
県

佐
賀
県

長
崎
県

熊
本
県

大
分
県

宮
崎
県

鹿
児
島

沖
縄
県

定
点
当
た
り
報
告
数


